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講演資料

データ物理破壊業界の変遷と世界と日本の比較パート２（第一章）

講演要旨：
パソコンやサーバー、さらには携帯電話やスマートフォンと
いった情報機器にはHDD（ハードディスクドライブ）やSSD

（ソリッドステートドライブ）に代表される電子記録媒体に、
様々な企業活動の情報が記録されています。

この電子記録媒体のデータ消去の一つの手法が物理的に破壊
する方法で、日東造機（株）はこの分野の先駆者としてデー
タ物理破壊業界の変遷と、世界と日本の比較をしながら、
HDDからSSDへ変化する日本型ソリューションのグローバル化
を推進しています。
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講師経歴 唐鎌益男（からかま ますお）

電子・電気・制御工学を学んだ後、制御機器業界で２７年間、主に市場開拓部門に
在籍、２７歳で営業所長他、東日本地域に営業拠点を開設。
ITを利用した業務改善推進室長、ISO１４００１・２７００１監査委員

２００３年：日東造機（株）CrushBox部門の総合プロデュースを担当

２０１２年：CrushBoxビジネスパートナーを中心とした企業連携組織
の任意団体DSC（データ・セキュリティコンソーシアム）
を設立。

２０１６年：NPO法人自立支援工房あんとんねぇよを設立。
障がい者の自立支援対策としてパソコンの手
解体リサイクル事業を開始

２０２０年：日東ホルカム設立

主な講演 データ消去（物理破壊）　米国と日本の比較
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NSA/CSS EPL, Hard Drive Destruction Devices 22 April 2015

Hard Drive Bending Devices

Hard Drive Punch Devices
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L字型の２枚のプレートでSSDを圧壊しながら削ぐ
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日本方式2mm角以下(クラスター方式）
日東ホルカム製 新型トレイ２種 HK-DoD-SET（特許・実用新案）

原型を留め粉砕（破壊証明書発行）
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NSA2mm破砕(法令準拠の処分）
SSD/HDD 2mm以下の破砕は第一類・第二類の可燃性固体です。

危険物保安室 危険物安全対策の推進

消防法では、①火災発生の危険性が大きい、②火災が発生した場合に
火災を拡大する危険性が大きい、③火災の際の消火の困難性が高いな
どの性状を有する物品を「危険物」として指定し、火災予防上の観点
から、その貯蔵、取扱い、運搬方法などについてハード、ソフト両面
からの安全確保に努めています。

一定量以上の危険物は、原則として市町村長等の許可を受けた危険物施設以外
の場所では貯蔵し、又は取り扱うことができません。これらの危険物施設の位
置、構造及び設備については消防法に基づく技術基準が定められており、全国
統一的に運用されています。
また、危険物災害には取扱いミス等の人的な面での欠陥に起因することも多

いことから、危険物取扱者制度を充実させ、危険物取扱者の資質向上を図ると
ともに、消防法に基づく貯蔵、取扱基準の遵守、国民の危険物に対する意識の
高揚などに努める必要があります。

危険物保安室では、これらの課題に適切に対応し、危険物行政に係る制度の企
画、立案や運用、技術的支援を行うなどして、危険物に対する災害を未然に防
止し、安全な国民生活を確保するよう努めています。 16
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第一類 酸化性固体 固体であって、そのもの自体は燃焼しないが、他の物質を強く酸化さ
せる性質を有し、可燃物と混合したとき、熱、衝撃、摩擦によって分解し、極めて激しい燃
焼をおこさせる危険性を有するもの。

第二類 可燃性固体 火炎によって着火しやすい固体又は比較的低温（４０度未満）で引火
しやすい固体であり、出火しやすく、かつ、燃焼が速く、消火することが困難であるもの。
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平成５年９月８日（金）台風１３号による茂原市大雨による
工場の冠水と5W2H2Cハイリスクアプローチ

2019年10月25日（金）茂原市河川氾濫
の失敗を忘れない記念モニメント

2023年9月8日（金）茂原市
河川氾濫(同じ場所が決壊）

CrushBox組み立て
工場（70Cm冠水）

最新の工作機械を多く設備している基幹工場
（冠水５cm）水門塀が効果を発揮

CrushBox組み立て工場（復旧完了時間24時間）
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ご清聴ありがとうございました。
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